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高齢者の転居と就業


























( l )  高齢者の転居に関わる国際比較
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ピークを付けた後はずっと低下しており、 75̃79歳で大底を付けたあと反転

























一方で70歳以上の就業率 (非農林業) は、 2004年tこ大底を付けた後でジリ
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% 図表370歳以上の就業状況
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おける経験を評価するとぃうことで雇用者と労働者の合意の基盤を熟成させ
ながら現在に至つている。










































を求め、 短時間や短期間の就労、 自宅から近い場所での就労、 社会参加を望
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断した。
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